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令和６年度事業計画書 

自 令和６年４月 １日 

至 令和７年３月３１日 

大野商工会議所 

Ⅰ 総括的概要 

 ２０２４年１月１日に発災した能登半島地震においては、被災した方々へお見舞い申し上

げるとともに、今後の１日も早い復興を祈念いたします。 

２０２３年の日本経済は、新型コロナウイルス感染症が５類に移行となり、経済活動も再

開されましたが、コロナ禍からの回復と新たな課題への対応も求められた年でした。 

過剰な円安は輸入物価の上昇を加速させ、企業収益を圧迫しました。また、エネルギー価

格上昇や供給不安、労働市場改革、賃金上昇が企業活動にもリスクをもたらしています。 

世界的にはウクライナ情勢や中東情勢など懸念材料は多くありますが、イノベーションや

デジタル化を進め、競争力を強化し積極的に行動することが求められています。 

 福井県内では、３月１６日に１００年に一度の大事業である北陸新幹線福井・敦賀駅が開

業しました。首都圏からの観光客・ビジネス客が多く来県し、交流人口の増加により宿泊業、

飲食業、小売業、サービス業などの幅広い業種で経済効果が見込まれます。 

福井県にとって大きな転換点となる開業効果を最大化するためには、魅力的な観光資源の

開発や、効果的な情報発信が重要となります。 

 大野市は、今年７月１日に市制７０周年を迎えます。記念事業の取組を官民一体で推進し 

ます。また、中部縦貫自動車道路は２０２３年１０月２８日に九頭竜ＩＣまで開通、令和８ 

年度の県内全線開通を見据え、市内への観光客誘致も本格化していくと思われます。 

 今後、首都圏や関西圏からのアクセスが向上し、大野市の豊かな自然や歴史文化を活かし

た観光客の増加が期待できます。開通効果を最大限に活かすためにも、効果的な観光振興策

や産業振興策など、ソフト面での取り組みも重要となります。 

 当所においても、中部縦貫自動車道の全線開通を見据え会員事業所が県外からの購買層に

充分対応できるような体制を構築するべく、当所の委員会活動を活発化させ、インバウンド

観光の取込み、観光需要掘り起こしＰＲ戦略、名古屋、飛騨方面からのバスルート開拓や大

野の地域資源を活用したＭＩＯ（Made in Ono）ブランドの更なる推進を進め、ブランド第

２弾アイテム開発などを積極的に推進していきます。 

その他、価格転嫁の課題、企業の人手不足や事業承継など重要課題解決に向け、地域の総

合経済団体として取組みます。 

会員企業の要請に応えるべくまちづくり・地域づくり・人づくりに知恵を絞り、効果のあ

る事業を役職員が一丸となり進めてまいります。 
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Ⅱ 基本方針  「つながる中
ちゅう

縦
じゅう

 ひろがる未来
あ し た

」 

中部縦貫自動車道は、２０２３年１０月２８日に九頭竜ＩＣまで開通し大野市は東の玄関

口として、中京圏、ひいては首都圏からの誘客に向け大きなチャンスを迎えることになりま

す。 

新型コロナウイルス感染症も５類に移行し、ようやく経済活動の正常化が見えてきました。

今後は新しい生活様式（ニューノーマル）、新しい仕事の進め方が求められています。 

地域の中小・小規模事業者においては人手不足・事業承継問題が深刻化するなか、会員ニ

ーズに即応し、“会員企業のための商工会議所”、“地域のための商工会議所”、“会員企業に頼

られ信頼される商工会議所”として存在感を高める事業を積極的に推進するとともに、組織

強化と財政基盤の強化を図りつつ効果的かつ積極的に事業を展開してまいります。 

Ⅲ 本年度重点項目 

１．中小企業・小規模企業経営支援強化事業 

  企業を取り巻く様々な経営課題に対し、適切な支援を実施してまいります。 

 価格転嫁、エネルギー価格高騰等による原材料価格の高騰や企業の人手不足問題などの 

重要課題解決に向けた、きめ細やかな支援を展開してまいります。 

企業のＳＤＧｓ経営への取組みを始め、デジタル化や健康経営の推進、脱炭素への取組 

み、感染拡大防止対策にかかる支援や事業活動を継続するための取組み、生産性向上に取 

組む事業所を支援するための事業を積極的に展開してまいります。 

また、地域企業のニーズに即応すべく、事業所や業種毎の状況を把握しながら情報提供 

に努め、適切なサポートが行えるよう個別相談事業や各種セミナーの実施など、適時適切 

な事業と巡回相談を積極的に行ってまいります。 

２．地域商工業振興・活性化の事業 

“越前おおの地域応援商品券事業”を委託し、地域事業者の消費喚起を促すことで、地

域経済の活性化を目指します。

常任委員会の活動を活性化させ、地域の課題を洗い出し、関係機関へ提言を行う他様々 

な事業を行ってまいります。 

【総務委員会】 

 大野商工会議所運営に係る事項について検討します。 

【地域振興まちづくり委員会】 

まちの魅力の再発見や再構築について調査検討し、関係機関に提言等を行うことを目的

とします。また、専門部門として、空地空家対策に関する認定申請の審査を受け持ちます。

【観光おもてなし委員会】 

大野の観光資源を活かした観光について調査検討し、関係機関と共に提言等を行うこと

を目的とします。

 本年度は、観光の高付加価値化を目指し、インバウンド観光を取込む「トキ」消費型ツア

ーの構築や観光受け入れ態勢の構築、観光需要掘り起こしＰＲ戦略などに取組みます。
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【地域資源活用委員会】 

大野の地域資源を活用したＭＩＯ（Made in Ono）ブランドの更なる推進を 
進め、ブランド育成・地域産業育成について調査検討を行い、認定制度の創設などを含め、 
関係機関に提言等を行うことを目的とします。 
 本年度は、ＭＩＯブランド第２弾のアイテムとしてアウトドアはもとより、防災関連に 
も活用できるアイテム開発を積極的に推進していきます。  
 

３．商工会議所組織の活性化事業 

  経営基盤の安定を図るため、会員増強に努めます。さらに委員会、部会等の組織体制を 

活かして、積極的に事業を実施して、魅力ある商工会議所を目指します。また、部会活動 

の活性化を目的に、現状の部会構成の見直しを進めます。 

事務局のデジタル化を推進し、事務作業の効率的運営と経費の削減を図ります。 

商工会議所の使命を果たすべく、適時適切な事業推進と効果ある事業を積極的に実施し 

ます。 

   

Ⅳ 具体的実施事業 

１．中小企業・小規模企業支援の強化事業 

（１）越前おおの地域応援商品券事業支援 
  ア 事業期間 令和６年４月１日～９月３０日（完了実績日） 
 

（２）ＳＤＧｓ経営への取組み支援 

ア ＳＤＧｓの普及・啓蒙セミナー実施による意識改革 

イ 脱炭素への取組み支援 

 

（３）健康経営への取組み支援 重点 

ア 健康経営セミナーの実施 

イ 健康経営優良法人の認定取得支援 

ウ ふくい健康づくり実践事業所認定取得支援 

 

（４）防災・減災への取組支援（ＢＣＰ計画） 

ア 事業継続力強化計画策定支援（セミナー・個別相談会の実施） 

 

（５）小規模企業経営支援 

ア 経営力向上と経営安定化に向けた支援 

(Ａ)事業継続力強化計画策定支援 

(Ｂ)経営指導員・経営支援員による巡回相談の実施 
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イ 高度・専門的相談体制の拡充強化 

(Ａ)中小企業・小規模事業者ワンストップ総合支援事業を活用した専門家の派遣 

(Ｂ)地域プラットホーム代表機関としての情報収集・提供・活用 

(Ｃ)よろず支援拠点サテライト窓口の設置 

(Ｄ)発明協会との連携による知財相談窓口の設置 

(Ｅ)福井県事業承継・引継ぎ支援センターを活用した支援 

(Ｆ)ふくいプロフェッショナル人材総合戦略拠点を活用した高度外部人材活用 

 

ウ 個別相談やセミナーの実施 

(Ａ)小規模事業者の経営改善・経営発達を図るための研修会・講習会の実施 

(Ｂ)専門相談員による各種個別相談の実施 

(Ｃ)組合団体等の運営支援 

 

エ 地域の課題に対応した総合的な事業 

(Ａ)経営発達支援事業の実施 

(Ｂ)伴走型小規模事業者支援推進事業の実施 

(Ｃ)事業環境変化対応型支援事業の実施 

(Ｄ)制度改正の諸課題解決環境整備事業の実施 

 

オ 産業活性化のための事業 

(Ａ)小規模企業経営者養成事業の実施 

(Ｂ)地域資源の活用支援 

(Ｃ)農林商工等連携事業並びにマッチング支援 

 

カ 税務に関する支援 

(ア)記帳相談・支援の実施 

(イ)青色申告制度及び電子申告（ｅ-Ｔａｘ）の普及推進 

(ウ)インボイス制度を導入する事業者を支援 

 

キ 金融支援に関する事業 

(Ａ)小規模事業者経営改善資金（マル経）の相談及び推薦 

(Ｂ)政府系融資・県・市制度融資の相談及び斡旋 

(Ｃ)小規模事業者経営発達支援資金の相談及び推薦 

(Ｄ)金融機関と連携した融資相談及び斡旋 

(Ｅ)円滑な資金繰りのための相談体制の整備 

 

ク その他小規模事業対策に関する事業の実施 
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２．地域商工業振興・活性化の事業 

（１）地域企業の経営活動への支援拡大と強化 

  ア 大野の匠を全国に“ＭＩＯプロジェクト”の推進 重点 

    （Ａ）ＭＩＯブランドによる新製品の開発促進    

       ※ＭＩＯ＝Ｍａｄｅ ｉｎ Ｏｎｏ“大野で制作されたブランド” 

イ 地域資源を活用した観光創出事業 重点 

    （Ａ）地域資源を活用した、観光促進事業の推進 

    （Ｂ）行政、関係団体等との連携強化 

 

ウ 事業承継に関する支援の強化 重点 

  （Ａ）事業承継計画の策定支援 

  （Ｂ）事業承継税制並びに補助金の活用支援 

  （Ｃ）福井県事業承継・引継ぎ支援センター等との連携強化による事業承継支援 

 

エ 新規創業者への支援強化 

（Ａ）市内で創業を検討する創業者を支援 

・各種支援策を活用した支援 

・県の地域連携創業支援事業補助金等の活用他 

 

オ ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）活用による企業の技術力、生産力向上 

に関する支援 

（Ａ）国の中小企業デジタル化応援隊を活用し、企業のＩＴ化を支援 

（Ｂ）ふくい産業支援センターと連携し、ＤＸ等デジタル化に取り組む企業を支援 

（Ｃ）ふくいプロフェッショナル人材総合戦略拠点を活用した高度外部人材の活用 

 

カ ２０２５年大阪・関西万博開催に向けた機運醸成活動への支援 

 

（２）魅力ある地域づくり・まちづくりの推進 

ア 地域商業活性化のための事業推進 

（Ａ）市街地活性化とまちなかにぎわいのための事業推進 

（Ｂ）各商店街事業への協力と支援 

（Ｃ）商店街空き店舗対策事業の実施 

（Ｄ）商業イメージアップのための事業の実施 

（Ｅ）地元産品等推進事業の実施 

（Ｆ）その他商業活性化に関する事業の実施 

 

イ 地域工業振興のための事業推進 

（Ａ）企業立地促進に関する事業の実施 

（Ｂ）空き工場等有効活用事業の実施 
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（Ｃ）地域雇用促進事業の実施 

（Ｄ）地域資源活用事業の実施 

（Ｅ）ＤＸ化による企業の生産力向上に関する支援 

（Ｆ）その他工業振興に関する事業の実施 

 

ウ 観光振興のための事業推進 

（Ａ）第５７回おおの城まつりの開催（８月） 

（Ｂ）大野市の自然を活かした体験型観光事業への協力 

（Ｃ）観光振興及び(一財)おおの観光ビューロへの協力 

（Ｄ）その他観光振興に関する事業 

 

エ 地域産業振興のための事業推進 

（Ａ）越前おおの地域応援商品券事業の実施 

（Ｂ）越前おおの産業と食彩フェア２０２４の実施（１０月） 

（Ｃ）第１４回越前おおのふるさと味物語・第１５回でっち羊かんまつりの実施（２月） 

（Ｄ）地域ブランド化事業の実施 

（Ｅ）地場産業（繊維等）の産学（高校・大学・専門学校）連携事業の実施 

（Ｆ）産業の振興に向けた支援策の情報収集と推進 

（Ｇ）地酒で乾杯推進事業の実施 

（Ｈ）販路拡大支援事業の実施 

ａ 貿易関係証明業務の推進 

ｂ ＧＳ１コード登録業務の推進 

ｃ 海外展開への販路開拓支援 

ｄ ＩＴ活用及びビジネスモールの活用による販路開拓 

（Ｉ）容器包装リサイクル法受託業務の運営 

（Ｊ）その他地場産業振興に関する業務の推進 

 

（３） 生産性向上のための人材育成と雇用促進支援 

ア 地域中小企業者の魅力発信支援事業 

(Ａ)企業の魅力を発信する「スキルアップセミナー」の実施 

(Ｂ)「個別スキルアップ相談会」の実施 

 

イ 地域中小企業の人づくり・定着支援事業の実施 

 (Ａ)地元定着率向上のための事業  

Seed Professional 越前おおの２０２５版を作成 

(Ｂ)人手不足に対応した人材確保のための事業 重点 

 (Ｃ)会員事業所人材育成事業の実施 

ａ 社員のスキル向上と人材定着支援のための若手社員育成研修会の実施 
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 (Ｄ)各種認定取得の推進支援  

ａ 事業継続力強化計画、社員ファースト企業認定、ふくい女性活躍推進企業等の 

取得推進 

(Ｅ)キャリア教育活動の推進 

  ａ 地元高等学校との連携強化 

   (Ｆ)その他人材育成に関する事業の実施 

 

  ウ 日商検定試験の実施（簿記検定・珠算検定他） 

 

  エ 国・福井県等の機関における地域中小企業者支援事業の広報 

 

（４） 多様な人材活用推進支援 

  ア 高齢者・女性活用セミナー実施による支援 

イ 外国人技能実習生受入事業支援 

  ウ ふくいプロフェッショナル人材総合戦略拠点との連携 

 

（５）地域力向上に向けた事業の推進 

ア 中部縦貫自動車道の県内全線開通を見据えた支援 重点 

（Ａ）道の駅「越前おおの荒島の郷」出品事業者支援の強化 

ａ 産直の会への支援 

ｂ 道の駅商品づくり・新商品開発の推進 

 

３．商工会議所組織の活性化事業 

（１）商工会議所組織・運営基盤の強化と財政基盤の強化 

ア 運営のための諸会議開催 

（Ａ）議員総会の開催 

ａ 通常議員総会（６月・３月） 

ｂ 臨時議員総会（１月） 

（Ｂ）常議員会の開催 

ａ 定例常議員会（毎月、ただし偶数月は監事・各部会長合同会議） 

ｂ 臨時常議員会（随時） 

（Ｃ）正副会頭会議の開催（毎月定例開催、随時開催） 

（Ｄ）新春議員懇談会の開催（１月） 

（Ｅ）議員会（７月）並びに議員研修会の実施 

（Ｆ）常任委員会・七部会の開催および事業の実施 

（Ｇ）青年部・女性会の活動支援 

（Ｈ）部会再編に向けた取組の実施 
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イ 会員増強の実施 

（Ａ）年間を通した会員増強の実施  重点 

ａ 目標件数：会員事業所の純増２０件加入を目指します 

（特別増強月間 第１期 ５月～６月、第２期 ９～１０月） 

 

（Ｂ）収益事業の拡充  重点 

  ａ 財政基盤強化のため収益事業の拡充を進めます 

ウ 事務局職員の資質向上のための研修会参加 

（Ａ）事務局内ＤＸ化の推進 

（Ｂ）支援方針決定会議及び職員会議の開催 

（Ｃ）オンライン等を活用した、支援事例研修会等の定期的ＯＪＴの実施 

（Ｄ）その他資質向上を図るため、各種研修等への積極的な派遣 

 

エ 各種共済制度普及並びに加入促進 

（Ａ）産業福祉共済等事業の広報と普及促進 

（Ｂ）小規模企業共済・倒産防止共済制度の広報と普及促進 

（Ｃ）日本商工会議所が契約を行う「商工会議所会員向け保険制度」の普及推進 

（Ｄ）福井県火災共済・中小企業共済の普及促進 

（Ｅ）アクサ生命との緊密な連携を通じ、各種共済加入の推進 

（Ｆ）その他各種共済に関する事業の実施 

 

オ 建議要望と意見活動 

（Ａ）地域経済の振興に向け時期に即した提言と要望活動の積極的展開 

ａ 中部縦貫自動車道「九頭竜ＩＣ～油坂ＩＣ間」道路の整備促進 

ｂ 国道１５８号線（境寺～計石間）の早期改修要望の推進 

（Ｂ）その他適時適切な意見要望活動に実施 

      

（２）会員満足度向上に向けたサービス事業の拡充 

ア 各種施策を主とした会員企業に役立つ事業の実施及び情報の提供 

（Ａ）会員事業所の福利厚生事業の実施 

ａ 健康診断事業の実施（６月） 

ｂ 事前予防に関する事業の実施（インフルエンザ予防接種（１１月）他） 

（Ｂ）会員事業所優良従業員表彰事業の実施（１月） 

（Ｃ）労働保険事務組合・建設一人親方労災保険組合事業の実施と広報 

（Ｄ）会員交流事業の実施 

（Ｅ）老舗企業支援事業の実施 

（Ｆ）その他会員ニーズに応える事業の実施 

 

イ 異業種間の会員交流事業の実施  
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４ 調査に関する事業 

（１）情報提供及び基礎資料とするための各種調査 

ア 中小企業景況調査の実施（年４回） 

イ ＬＯＢＯ調査（管内景況調査）の実施（年１２回） 

（２）課題解決のための、適時適切な調査の実施 

 

５ 会報等広報活動に関する事業 

（１）会報発刊事業 

ア 会員向けCCI news定期発刊（毎月） 

（２）ＦＡＸによる広報事業の実施 

ア CCI newsⅡの定期発信（毎月） 

（３）ホームページ及びＳＮＳ（LINE・Facebook等）を活用した情報提供 

（４）各種経営情報発信サービスの推進 

 

６ その他の事業 

（１）商工会議所会館施設管理に関する業務の実施 

（２）事務委託団体が行う事業への協力 

（３）越前おおの農林樂舎との関係強化 

（４）越前おおのエコグリーンフィールドをはじめ自然環境活動への参加と協力 

（５）医療・教育など地域社会に関する関係会議や事業への協力 

（６）公共交通(乗合バス・越美北線)活性化事業への協力 

（７）関西大野会・中京大野会交流事業の実施 

（８）事務局の「健康経営と働き方改革」並びに「ＳＤＧｓ活動」の推進  重点 

ア 健康経営優良法人２０２５認定取得 

イ 事務局職員向け健康づくり実践講習会の開催 

ウ 事務局内ＳＤＧｓの推進 

（９）大野市制７０周年への協力支援 

（10）その他関連事業の実施 

ア その他、商工会議所の使命を果たす為の効果ある事業の実施 


